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運用報告書（全体版） 

世界プレミア企業債券ファンド
（為替ヘッジあり） 

愛称：プレミア・コレクション 

 
 

第４期（決算日：2020年１月14日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「世界プレミア企業債券ファンド

（為替ヘッジあり）」は、去る１月14日に第４期の決

算を行いました。ここに謹んで運用状況をご報告申

し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／債券 

信託期間 2026年１月14日まで（2016年１月29日設定） 

運用方針 

世界プレミア企業債券マザーファンド受益証
券への投資を通じて、主として日本を含む先
進国のプレミア企業およびその関連会社が発
行する債券等に投資を行います。なお、プレ
ミア企業とは、世界的に活躍し、広く認知さ
れた商品やサービスを持ち、財務体質が健全
で、安定的な成長が期待できる企業をいい、
関連会社とは、原則として資本関係を有し、
プレミア企業の事業推進の一端を担うために
設立された会社等のことをいいます。 
マザーファンド受益証券の組入比率は高位を
維持することを基本とします。 
デュレーション調整等のため、先物取引等を
利用する場合があります。 
実質組入外貨建資産については、原則として
為替ヘッジを行い為替変動リスクの低減をは
かります。 
債券等の運用にあたっては、ＦＩＬインベス
トメンツ・インターナショナルに運用指図に
関する権限を委託します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

世界プレミア企業債券マザー
ファンド受益証券を主要投資対
象とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

日本を含む先進国のプレミア企
業およびその関連会社が発行す
る債券等を主要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー 
ファンド 

外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 
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世界プレミア企業債券ファンド（為替ヘッジあり）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 
 
○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

2016年１月29日 10,000 － － － － 3,024 

１期(2017年１月16日) 10,174 10 1.8 95.7 － 5,996 

２期(2018年１月15日) 10,301 10 1.3 92.2 － 20,114 

３期(2019年１月15日) 10,077 0 △2.2 89.8 － 17,371 

４期(2020年１月14日) 10,753 10 6.8 94.0 － 13,613 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

  

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2019年１月15日 10,077 － 89.8 － 

１月末 10,168 0.9 95.3 － 

２月末 10,245 1.7 93.9 － 

３月末 10,414 3.3 93.2 － 

４月末 10,443 3.6 94.2 － 

５月末 10,479 4.0 91.9 － 

６月末 10,649 5.7 94.4 － 

７月末 10,699 6.2 97.1 － 

８月末 10,827 7.4 92.4 － 

９月末 10,752 6.7 94.4 － 

10月末 10,721 6.4 94.4 － 

11月末 10,743 6.6 96.2 － 

12月末 10,771 6.9 94.0 － 

(期  末)     

2020年１月14日 10,763 6.8 94.0 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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世界プレミア企業債券ファンド（為替ヘッジあり）

運用経過
第４期：2019年１月16日～2020年１月14日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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分配金再投資基準価額：左目盛

基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

第 ４ 期 首 10,077円
第 ４ 期 末 10,753円
既払分配金 10円
騰 落 率 6.8％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

世界プレミア企業債券ファンド（為替ヘッジあり）
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世界プレミア企業債券ファンド（為替ヘッジあり）

基準価額は期首に比べ6.8％（分配金再投資ベース）の上昇とな
りました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

債券利子収入を享受したこと
スプレッド（国債との利回り格差）が縮小したこと等を背景に、
世界投資適格社債市況が上昇したこと

上昇要因

世界プレミア企業債券ファンド（為替ヘッジあり）
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第４期：2019年１月16日～2020年１月14日

投資環境について

債券市況
世界投資適格社債市況は上昇しました。
期首から2019年半ばにかけては、世界的
な金融緩和観測の高まり等を背景に投資
家心理が改善したこと等からスプレッド
が縮小したこと等を受け、世界投資適格
社債市況は上昇しました。

その後、米国による対中関税の引き上げ
表明等を受け米中貿易摩擦問題を巡る不
透明感等を背景にスプレッドが拡大する
局面があったものの、2019年末の米中貿
易協議の進展等を背景にスプレッドは縮
小傾向となり、世界投資適格社債市況は
上昇しました。

世界プレミア企業債券ファンド
（為替ヘッジあり）
世界プレミア企業債券マザーファンド受
益証券への投資を通じて、日本を含む先
進国のプレミア企業※およびその関連会社
が発行する債券等を高位に組み入れると
ともに、為替ヘッジを行い為替変動リス
クの低減を図る運用を行いました。

※プレミア企業とは、世界的に活躍し、広く認知さ
れた商品やサービスを持ち、財務体質が健全で、
安定的な成長が期待できる企業をいい、関連会社
とは、原則として資本関係を有し、プレミア企業
の事業推進の一端を担うために設立された会社等
のことをいいます。

世界プレミア企業債券マザーファンド
日本を含む先進国のプレミア企業および
その関連会社が発行する債券等を高位に
組み入れる運用を行いました。
銘柄選択にあたっては、企業のファンダ
メンタルズやバリュエーションの観点を
重視しました。また、円ベースでリター
ンを最大化できるよう、ベビーファンド
で実施している為替ヘッジにかかる費用
等も考慮して、ユーロ建て債券を優先し
て組み入れました。

当該投資信託のポートフォリオについて

世界プレミア企業債券ファンド（為替ヘッジあり）
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当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第４期
2019年１月16日～2020年１月14日

当期分配金（対基準価額比率） 10（0.093％）

当期の収益 10

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 752

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

世界プレミア企業債券ファンド（為替ヘッジあり）
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

世界プレミア企業債券ファンド（為
替ヘッジあり）
マザーファンドへの投資を通じて、日本
を含む先進国のプレミア企業およびその
関連会社が発行する債券等を高位に組み
入れるとともに、為替ヘッジを行い為替
変動リスクの低減を図る運用を行います。

世界プレミア企業債券マザーファンド
米国経済は堅調さを維持しているものの、
景気減速懸念は強まっています。米中貿
易摩擦等の政治的不透明感等を背景に、
米国の中長期金利は低下圧力を受けやす
い環境が続くものとみられます。また、
欧州各国においては、景気の先行き不透
明感や政治リスクの高まり等から、欧州
中央銀行（ＥＣＢ）は緩和政策を維持す
る姿勢を示しています。このような環境
下、投資適格級の企業は全般的に規律の
とれた財務方針をとっており、特定の地
域の景況感に左右されにくいプレミア企
業のスプレッドは安定した基調で推移す
ることが想定されます。
こうした環境下、事業ファンダメンタル
ズが堅確でビジネスリスクの低い企業の
社債を中心に配分し、事業・地域分散も
図りながら安定的なリターンの獲得をめ
ざしていく方針です。

世界プレミア企業債券ファンド（為替ヘッジあり）
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2019年１月16日～2020年１月14日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 85 0.800 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (58) (0.551) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (23) (0.216) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (3) (0.032) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 2 0.021 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (2) (0.017) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.004) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 87 0.821

期中の平均基準価額は、10,569円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

世界プレミア企業債券ファンド（為替ヘッジあり）
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は0.82％です。

運用管理費用（投信会社）
0.55％

運用管理費用（販売会社）
0.22％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

その他費用
0.02％

総経費率
0.82％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

世界プレミア企業債券ファンド（為替ヘッジあり）
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世界プレミア企業債券ファンド（為替ヘッジあり）

○売買及び取引の状況 (2019年１月16日～2020年１月14日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
世界プレミア企業債券マザーファンド － － 4,889,429 5,010,000 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2019年１月16日～2020年１月14日) 

 

＜世界プレミア企業債券ファンド（為替ヘッジあり）＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 173,523 65,990 38.0 169,927 65,306 38.4 

 
 
 

＜世界プレミア企業債券マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 6,936 2,471 35.6 11,779 3,522 29.9 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜世界プレミア企業債券マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
公社債 － － 309 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 
 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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世界プレミア企業債券ファンド（為替ヘッジあり）

○組入資産の明細 (2020年１月14日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

世界プレミア企業債券マザーファンド 17,695,292 12,805,863 13,616,474 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2020年１月14日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

世界プレミア企業債券マザーファンド 13,616,474 98.8 

コール・ローン等、その他 164,248 1.2 

投資信託財産総額 13,780,722 100.0 
 

（注） 世界プレミア企業債券マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（13,149,082千円）の投資信託財産総額（13,941,485千円）

に対する比率は94.3％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝110.16円 １ユーロ＝122.69円 １イギリスポンド＝143.16円  

 

 

親投資信託残高 
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世界プレミア企業債券ファンド（為替ヘッジあり）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年１月14日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 26,329,468,185   

 コール・ローン等 151,420,996   

 世界プレミア企業債券マザーファンド(評価額) 13,616,474,712   

 未収入金 12,561,572,477   

(B) 負債 12,716,369,652   

 未払金 12,632,660,080   

 未払収益分配金 12,660,340   

 未払解約金 9,760,225   

 未払信託報酬 60,992,248   

 未払利息 103   

 その他未払費用 296,656   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 13,613,098,533   

 元本 12,660,340,036   

 次期繰越損益金 952,758,497   

(D) 受益権総口数 12,660,340,036口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,753円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 17,238,766,158円 

期中追加設定元本額 491,593,711円 

期中一部解約元本額 5,070,019,833円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0753円です。 

 

○損益の状況 (2019年１月16日～2020年１月14日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      120,971   

 受取利息 986   

 支払利息 △      121,957   

(B) 有価証券売買損益 970,459,407   

 売買益 2,330,739,575   

 売買損 △1,360,280,168   

(C) 信託報酬等 △  127,446,542   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 842,891,894   

(E) 前期繰越損益金 △  280,564,182   

(F) 追加信託差損益金 403,091,125   

 (配当等相当額) (    219,084,311)  

 (売買損益相当額) (    184,006,814)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 965,418,837   

(H) 収益分配金 △   12,660,340   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 952,758,497   

 追加信託差損益金 403,091,125   

 (配当等相当額) (    220,107,041)  

 (売買損益相当額) (    182,984,084)  

 分配準備積立金 559,260,246   

 繰越損益金 △    9,592,874   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年１月16日～ 
2020年１月14日 

費用控除後の配当等収益額 281,826,883円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 393,498,251円 

分配準備積立金額 290,093,703円 

当ファンドの分配対象収益額 965,418,837円 

１万口当たり収益分配対象額 762円 

１万口当たり分配金額 10円 

収益分配金金額 12,660,340円 

③「世界プレミア企業債券マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、信

託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の35以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁しており

ます。 
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世界プレミア企業債券ファンド（為替ヘッジあり）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2020年１月14日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・2020年１月１日以降の分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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